

































































































































































































































































































後出で完成形とも べき『平家正節』 、進んで視覚化 計ったのだと評価し すが、前掲 よう 諸譜本を見
95
直してみますと、 「晴眼者のための譜本」ということを無批判に受け入れ、そして、単一の時間軸で考えていたのだと、反省しなければならないのではないかと思いました。　
平家のものがたりの 「音」 を視覚的に表現したものが譜本だと考えるなら、 「視覚化されないもの」 が同居するのは、 「音」

















    一句１冊仮綴本。百七十九句、
182册存。
　
    第一巻―十四句
14册存。 「祇園精舎」ナシ。
    第二巻―十五句、
15册存。 「善光寺炎上」ナシ。
    第三巻―全十八句、
18册存。
    第四巻―全十六句、
16册存。
96
    第五巻―十六句、
17册存。うち「月見」二册存。 「延喜聖代」 「東国下向」ナシ。
    第六巻―十二句、
13册存。 「小督」は上下 。 「葵前」ナシ。
    第七巻―全十九句、
19册存。
    第八巻―全十二句、
12册存。
    第九巻―十八句、
19册存。 「小宰相」は上下二册。 「濱軍」 落足
    第十巻―十五句、
15册存。 「横笛」ナシ。
    第十一巻―十五句、
15册存。 「勝浦合戦」 「那須与市」 「鷄合」ナシ。
    第十二巻―九句、９册存。 「紺掻」ナシ。
    灌頂五句―ナシ。














      　
奥村和子「前田流平曲古 における白声の存在について」 （ 「女子大文学」
50） 


























この中でも、 「豊田」 す書き込みを紹介しておきたい。第二巻の「西光被斬」 「小教訓」 「少将乞請」という連続する三句中にある。
　
      ⅰ豊田ハ指ツトフ（ 「弓箭ヲ帯シテ、馳會
ツドフ
。 」の「馳ツドフ」に対する書き込み）―「西光被斬」




















      ⅵ豊田出サレタリシ 搦出シタリシ」に対して）
　
―「西光被斬」






















結果は、 「豊田」とはすべて一致しなかった。この結果は、まことに残念だが、 「豊田検校」以外に想起すべき「豊田」は、現在考えられないので、まずは「豊田検校」と見て、 『吟譜』 の精査を 今後に期したい。
　
（6）　
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